
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２月の行事予定 
まかぬ種は生えぬ 
「やってみたい」という種をまこう 

               校長 赤羽 広美 

まだまだ寒い日が続いていますが、北門の梅の木をよ

く見ると、小さなつぼみが少しずつ膨らみ始めていまし

た。厳しい寒さの中でも、着実に春の準備が進んでいる

ことに、どこか心が温まる心地がします。 

さて、毎日あちこちで目にするＱＲコードは、日本人

が開発したのだということを知っていますか。ＱＲコー

ドを開発した原昌宏さんが、子供の時に父親からよく言

われた言葉が表題の「まかぬ種は生えぬ」です。 

この「まかぬ種は生えぬ」という言葉は、「何も種を

まかなければ、芽が出ることも、花が咲くこともない」

「何もしなければ、良い結果は得られるはずがない、努

力なしに良い結果は得られない」という意味のことわざ

です。 

原さんは、「より多くの情報を、より速く正確に読み

取れるものを開発したい」という強い願いを持ってＱＲ

コードの開発に取り組んだのだそうです。原さんたちが

試行錯誤を繰り返し、困難を乗り越え、完成したＱＲコ

ードは、今、世界中で使われています。読み取るデータ

は、間違えることはありません。アンケートを作ったり、

買い物をしたりできます。気軽にいろいろな情報を入れ

ることができます。子供たちも簡単に作ることができま

す。だからこそ、ＱＲコードは、誰もが使える便利なも

のになったのだと思います。 

「やってみたいけれど、失敗したらどうしよう」「自

分には無理かもしれない」と迷っている間は、残念なが

ら何も生まれません。実りある結果を得るためには、ま

ずは一粒の種をまくこと、つまり「まずは小さな一歩を

踏み出すこと」が何より大切なのではないでしょうか。 

２月は、今の学年のしめくくりの時期であると同時

に、新しい学年への「種まき」の時期でもあります。ど

んなに小さな種でも構いません。勇気を持って蒔くその

一粒が、春にはきっと素敵な芽となって顔を出してくれ

るはずです。 

これからも、学校では、一人ひとりの挑戦を全力で応

援していきます。ご家庭でも、お子様が蒔こうとしてい

る「やってみたい」という小さな種を、ぜひ温かく見守

っていただければ幸いです。 

 


